第21回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年８月１２日(火)　午前９時３０分～午後６時０７分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄　　副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　加藤和男　さとうゆみ
　じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　　川合保生　　副議長　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　局長補佐　　主任


１　あいさつ
（１）議長
（２）委員長
２　議題
（１）条例案の確認について
（委員長）・　本日の委員会開催に先立ち、前回までの議論を反映した条例案を執行部に事前チェックしてもらった。指摘事項について確認したい。

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１条
	市勢となっているが市政ではないか。
	この条例は、市民の代表としての長久手市議会（以下「議会」という。）の役割、議会及び長久手市議会議員（以下「議員」という。）の活動原則等に関する基本的事項を定めることにより、市民にわかりやすく、市民に開かれた議会を実現することで、議会活動の充実を図り、市民福祉の向上と市勢の発展に寄与することを目的とする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。
（委　員）・　「市勢」のままでよく、解説文を付記してはどうか。

（副委員長）・　多くの市議会の基本条例では「市政」としているようだ。

（委員長）・　「市の勢い」との意味合いも込めている。

・　「市勢」としてよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第８条第４項
	「議会報告会等」となっているが、「等」を使用する場合は、２つ以上の項目を並べて使用すべき。
	議会は、議会活動を市民に伝え、市民と議員とが自由に意見及び情報を交換するため、議会報告会等を定期的に開催するものとする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（副委員長）・　地区懇談会も議会報告会に含まれるという考え方もある。
（委　員）・　「意見交換会」「地区懇談会」等の名称を追加すればよい。

・　「等」を消して、解説文を付記してはどうか。
・　「議会の報告会」としてはどうか。

	条文（検討結果　第８条第４項）

	議会は、議会活動を市民に伝え、市民と議員とが自由に意見及び情報を交換するための報告会を定期的に開催するものとする。


（委員長）・　以上のとおりの修正でよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　解説文はどのように修正するか。
（議　長）・　市民が解説文を読んで理解ができるよう、議会報告会の内容について解説文中に記載が必要ではないか。

（委　員）・　市民が解説文だけを読んでも条例全体を理解できるようにすべきではないか。

＜１０：３０　休憩＞

＜１０：４０　再開＞

	解説文（検討結果　第８条）

	議会への市民参加と連携を促進するため、議会が持つ情報の発信、本会議や委員会等の会議の公開、委員会審議において請願及び陳情の提案者が説明や意見を述べる機会の保障をしています。また、議会の報告会の定期的開催を定めています。


（委員長）・　以上のとおりの解説文としてよいか。
＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１０条
	「等」を使用する場合は、２つ以上の項目を並べて使用すべき。
	議会は、議案審議等に当たり、市長等に対し、必要に応じて資料の提出を求めることができる。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（委　員）・　「議案審議や委員会活動において」としてはどうか。
（委員長）・　条文及び解説文はそのままとし、「議案審議等」の「等」を記載すべきか否かは、(株)ぎょうせいに条文の校正を依頼する際に判断してもらうことでよいか。
＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１２条
	他の条文では「審議」となっているが、使い分けがされているのか。
	委員会は、議案等の審査及びその所管に属する事務の調査の充実を図ることにより、その設置目的が十分に発揮されるよう活動を行うものとする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。
（委　員）・　「議案等」の「等」は不要ではないか。
（委員長）・　「審査」は「審議」に修正し、「議案等」の「等」を記載すべきか否かは、(株)ぎょうせいに条文の校正を依頼する際に判断してもらうことでよいか。
＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第２１条
	「危機事案等緊急事態」を「大規模災害等の緊急事態」に、「危機管理体制の整備に」を「議会としての体制の整備を図るように」と修正してはどうか。
	議会は、危機事案等緊急事態が発生したときは、市民の生命、身体及び財産に関する安全及び安心を確保するため、市長等と協力し、危機管理体制の整備に努めるものとする。

	解説
	「発生した際の議員の役割や行動」を「発生した際に、議会及び議員の役割及び行動」と修正してはどうか。
	　大きな自然災害などの緊急事態が発生した際の議員の役割や行動を明確にする必要があり、基本的な考え方を定めています。


（委員長）・　執行部の指摘どおりの修正でよいか。
＜異議なし＞
	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	前文（抜粋）
	「使命」の部分を「第一の使命」としてはどうか。
	議会は、持てる権能を駆使し、議員間の自由EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かっ),闊)達な議論を通して、自治体事務の立案、決定、執行、評価における論点、争点を市民に明らかにすることが使命である。


（委員長）・　執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
＜１１：４０　休憩＞

＜１３：００　再開＞

（委員長）・　前文の解説について、意見はあるか。

（副委員長）・　「条例の制定にあたり、背景を述べるとともに、議会の使命、決意を述べています。」とし、二元代表制を説明する図も併せて入れてはどうか。

（委　員）・　前文に二元代表制の内容が詳しく記載されていないため、解説文中で唐突に図が出てきては、市民に混乱を与えるのではないか。
（委員長）・　図の取り扱いについて、賛成の委員の挙手を求める。

＜賛成委員多数＞

（委員長）・　二元代表制を説明する図を入れることとする。

（委　員）・　二元代表制に関する説明文を入れてはどうか。

（委員長）・　どのような説明がよいか。

＜１３：３０　休憩＞

＜１３：４５　再開＞

（委　員）・　新自治用語辞典によると、「市長と議会の議員は、ともに住民が直接選挙し、一方は執行機関として他方は議決機関として、それぞれ独立の権限を持ち、相互の抑制と調和により、一方の独裁を防ぎ、行政の円滑な運営をねらいとしている。」となっている。
（委員長）・　今の説明を解説に入れることでよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１条
	「市民にわかりやすく、市民に開かれた議会を実現することで、」の部分を「市民にわかりやすく開かれた議会の実現と」と修正してはどうか。
	この条例は、市民の代表としての長久手市議会（以下「議会」という。）の役割、議会及び長久手市議会議員（以下「議員」という。）の活動原則等に関する基本的事項を定めることにより、市民にわかりやすく、市民に開かれた議会を実現することで、議会活動の充実を図り、市民福祉の向上と市勢の発展に寄与することを目的とする。


（委員長）・　執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第３条
	議長の責務のほかに、副議長、委員長などの記述はよいか。
	議長は、議会を代表し、公正で民主的な議会運営に努めなければならない。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（委　員）・　現状のままでよい。副議長や委員長に関する記述は不要。

・　委員長の責務は、第１２条に記述がある。
（委員長）・　修正なしということでよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第５条第２項
	「議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとどまらず」を「一部の地域又は団体ではなく」と修正してはどうか。
	議員は、議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとどまらず、市民全体への奉仕者として活動するものとする。


（委員長）・　執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第６条
	「構成」を「結成」としてはどうか。
	会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する議員で構成し、活動するものとする。


（委員長）・　執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第７条
	「使途を公開」となっているが、政務活動費の交付に関する条例は収支報告書の閲覧までしか規定していない。そごが生じないか。
	議員は、長久手市議会政務活動費の交付に関する条例（平成１３年長久手市条例第８号）の規定により交付を受けた政務活動費について、その適正な執行に努めるとともに、市民に対して使途を公開し、その説明責任を負うものとする。

	解説
	後段を「支出の透明性を確保するため、収支報告一覧表を議会ホームページに掲載して公表しています」としてはどうか。
	政務活動費は、地方自治法第　　１００条第１４項により、市が定める条例により交付されます。その結果については、収支報告書を作成し、領収書の写しとともに議長に提出しています。議会ホームページに収支報告一覧表を掲載しています。支出の透明性を確保するため、議会ホームページ等で公表しています。


（委員長）・　条文につき上記の指摘があったが、意見はあるか。

（委　員）・　現状の公開状況はどうか。

（事務局）・　議会ホームページでは収支報告一覧表が、行政情報コーナー及び議会図書室では収支報告一覧表のほか領収書の写しが公開されている。

（委員長）・　条文は修正なしということでよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　解説文につき上記の指摘があったが、意見はあるか。
（委　員）・　「議会ホームページ等」の部分を「行政情報コーナー」としてはどうか。

	解説文（検討結果　第７条）

	政務活動費は、地方自治法第１００条第１４項により、市が定める条例により交付されます。その結果については、収支報告書を作成し、領収書の写しとともに議長に提出し、議会ホームページに収支報告一覧表を掲載しています。また、支出の透明性を確保するため、行政情報コーナーで公表しています。


（委員長）・　以上のとおりの修正でよいか。
＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第８条第２項
	「議長の招集により開催される」とあるが、これ以外の全員協議会はないので、この文言は不要ではないか。
「広く市民に公開」とあるが、傍聴を限定している中で「広く」とうたって差し支えないか。
	議会は、本会議、委員会及びに議長の招集により開催される全員協議会を、原則として広く市民に公開するものとする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、「議長の招集により開催される」と「広く」を削除することでよいか。
＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第９条
	第２号に規定する「反問」の範囲を明記する必要はないか。
	議会は二元代表制の下、市長等との対等な関係を構築し、次に掲げるところにより、緊張関係の保持に努めなければならない。
（１）本会議における一般質問は、広く市政上の論点及び争点を明確にするため、一問一答方式で行うものとする。

（２）本会議及び委員会へ出席した市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問に対して反問することができる。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。
（委　員）・　解説に「反問」に関する説明がない。

・　このままでよいのではないか。

（委員長）・　修正なしということでよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１２条第２項及び第３項
	（第２項）「委員長、副委員長は」を「委員長及び副委員長は」としてはどうか。
（第３項）議会会議規則では、閉会中の継続調査は、なお必要があるときとしており、そごが生じないか。
	２　委員長、副委員長は、公平公正な委員会運営に努めなければならない。

３　委員会は、議会の閉会中においても、積極的な活動を行うものとする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（委　員）・　第３項について、「積極的な活動」といっても、何でもやってよいとのことではない。常任委員会でやり残した事などをやればよいので、会議規則との整合性を気にする必要はないのではないか。
（事務局）・　地方自治法では、委員会の活動期間は議会の開会中となっている。法律で認められていないものを条例で実施できるようにするのは、問題があるのでないのか。

＜１４：２５　休憩＞

＜１４：２７　再開＞

（委員長）・　第３項は削除することとしてよいか。
＜異議なし＞

（委員長）・　解説文については、どのようにすべきか。

（委　員）・　「常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会において、積極的な活動を行い、活性化に努めていきます。」としてはどうか。

（委員長）・　以上の提案のとおりでよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１３条
	「議員相互間の討議を中心とした運営」とあるが、現在の運用実態は執行部への質問が中心であるため、そごが生じる可能性がある。
（第２項）「市民提案」とあるが、定義なり、制度的枠組の規定が必要が必要ではないか。

	議会は、議員による討論の場であることを認識し、議員相互間の討論を中心とした運営に努めるものとする。

２　議会は、本会議及び委員会において議員提出、委員会提出及び市長提出の議案並びに市民提案に関して審議し結論を出す場合、議員相互間において十分な討論、議論を尽くして合意形成に努めるとともに、その経過及び結果について市民への説明責任を十分に果たさなければならない。


（委員長）・　議員間討議の実施については、会議規則の改正が必要になると思われるため、十分に検討した上で、議会運営委員会においても検討してもらうこととしたいがよいか。また、条文は修正なしでよいか。
＜異議なし＞
	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１４条第１項
	「この条例に関する研修」だと、かなり限定的な印象を受けるがよいか。
	　議会は、この条例の理念を議員間で共有するため、一般選挙を経た任期開始後、速やかに、この条例に関する研修を行わなければならない。

	解説
	「課題を共有」とあるが、条例案に合わせて「この条例の理念を共有」としてはどうか。
	本条例は、市民の代表としての議会の役割、議会及び議員の活動原則等に関する基本的事項を定めています。議員間で課題を共有するため研修を行います。また、本市議会主催の研修会を年１回実施するとともに、各種研修へ積極的に参加していきます。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（委　員）・　他の研修についても実施すればよい。基本条例に関する研修をきちんと実施する旨を書いているに過ぎない。修正の必要はないのではないか。
（委員長）・　条文は修正なしということでよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１６条
	図書室の具体的なイメージが不明。（設置場所、規模、蔵書数、内容・整備スケジュールなど）
	　議会に、議員の調査研究に資するため議会図書室を設置し、図書の充実に努めるものとする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、条文案のままでよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　議長は、執行部に対して予算措置等、議会図書室の整備に関し執行部に依頼をお願いしたい。

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１７条第１項及び第２項
	「その内容及び対応」との表現に違和感を感じる。
	　議会は、市政に係る重要な情報を議会独自の視点から、市民に対して公表するとともに、その内容及び対応について定期的に市民に周知するよう努めるものとする。
２　議会は情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用することにより、多くの市民が議会と市政に関心を持つよう議会広報活動に努めるものとする。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（議　長）・　解説は議会だよりに関することが記載されており、条文との整合性がないように思われる。
＜１５：１０　休憩＞

＜１５；２０　再開＞

（委　員）・　条文案の「議会独自の視点」の文言は残すべきではないか。
（議　長）・　議会は議論して結論を出す場であるため、「独自」という考え方はなじまないのではないか。

（事務局）・　議案に対して、議会は独自の視点を持つことはできない。議会の視点は、審議結果やその経過に関してである。

＜１５：４５　休憩＞

＜１６：２５　再開＞

	条文及び解説（検討結果　第１７条）

	議会は、議案の審議経過及び表決結果を市民に対して議会だよりで公表するものとする。
２　議会は市政に係る必要な情報を得た場合は、独自の判断により市民に公表するものとする。

３　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用することにより、多くの市民が議会と市政に関心を持てるよう、議会広報活動に努めるものとする。

	　本会議での議案に対する各議員の表決等を議会だよりに掲載し、市民に周知していきます。議会は市民との重要な情報の共有をするため、独自の判断により公表します。また、インターネット等の多様な広報手段を活用し、議会や市政に関心を持てるよう広報活動に努めていきます。


（委員長）・　以上のとおりの修正でよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第１９条第１項及び第２項
	第１項、「効率的かつ能率的」は同じような言葉を重ねており違和感がないか。
第２項、「議員定数の調査比較」を「議員定数との比較」に、「意見聴取」を「意見」に変更してはどうか。
	議員定数は、効率的かつ能率的な議会運営の視点からだけでなく、市民の代表である議会が、市民の意思を市政へ十分に反映させることが可能となるように定めなければならない。
２　議会又は議員が議員定数を改正しようとする場合は、人口、面積、財政力及び市の事業課題並びに類似団体における議員定数の調査比較、市民又は学識経験を有する者からの意見聴取等により検討を行い、客観的な判断に基づき提案しなければならない。


（委員長）・　上記の指摘があったが、第１項に対する指摘については、株式会社ぎょうせいに校正作業を依頼する際、確認を依頼することでよいか。

＜異議なし＞
（委員長）・　第２項については、執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	第２０条第１項及び第２項
	第２項、「議員報酬の調査比較」を「議員報酬との比較」に、「意見聴取」を「意見」に変更してはどうか。
第２項、「議員報酬の改正にあたっては」の前に「議会は、」を入れてはどうか。

意見聴取等による検討を行う組織、仕組み等は、どのような想定か。
	　議員報酬は、地方自治法の趣旨を踏まえ、議員活動に専念できる制度的な保障、公選としての職務や責任等を考慮し、別に条例で定める。

２　議員報酬の改正にあたっては、社会経済情勢及び市の財政状況並びに類似団体における議員報酬の調査比較、市民及び学識経験を有する者からの意見聴取等により検討を行い、客観的な判断に基づき提案しなければならない。


（委員長）・　第２項については、執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
	条例
	解説（修正意見）
	解説（素案）

	第１５条解説
	職員採用は市で行っているので、「配置」は削除してはどうか。もしくは、「人員の配置、予算の計上その他の必要な措置を市長に求めることができる。」という表現にしてはどうか。
	　議会事務局は、議会に関する事務を行っています。政策立案、提言などを支援するため専門的知識、経験を有する者を配置・育成するなど体制の充実を図っていきます。


（委員長）・　上記の指摘があったが、意見はあるか。

（委　員）・　「人員の配置、予算の計上その他の必要な措置を市長に求めることができる。」を採用してはどうか。

	解説文（検討結果　第１５条）

	議会事務局は、議会に関する事務を行っています。政策立案、提言などを支援するため専門的知識、経験を有する者の配置、予算の計上その他の必要な措置を市長に求めることができます。


（委員長）・　以上のとおりの解説文としてよいか。

＜異議なし＞

	条例
	解説（修正意見）
	解説（素案）

	第２０条解説
	「長久手市議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例」を「長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例」に修正していただきたい。
文末に「また、「長久手市特別職報酬等審議会条例」に基づき、市長へ長久手市特別職報酬等審議会の開催を要請することもできます。」を追記していただきたい。
	　議員報酬は、地方自治法第２０３条第１項及び第４項により条例で定めなければならないと規定されています。本誌では、「長久手市議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例」で議員報酬が定められています。

　本条例では、議員報酬を改正する場合は、社会経済情勢及び市の財政状況、類似団体等の調査比較、市民や有識者からの意見聴取などによる検討を行い客観的な判断に基づき提案しなければならないと定めています。


（委員長）・　上記の指摘があったが、執行部の指摘どおりの修正でよいか。

＜異議なし＞
（２）パブリックコメントについて

（委員長）・　本日修正を行った条例案を改めて執行部へ提出し、文言のチェックを依頼する。今後のパブリックコメントに係るスケジュール案は、以下のとおり。
・　１１月号広報掲載（９月１５日頃原稿締切）
・　パブリックコメント１１月１日～１１月３０日

・　意見の整理等１２月１日～

（委　員）・　１１月１日からパブリックコメントの募集を行っているようでは、１２月定例会の最終日で上程・可決することができない。
・　３月議会上程ということで仕切りなおしてはどうか。

＜１７：４５　休憩＞

＜１７：５７　再開＞

（委員長）・　１２月定例会の最終日に議案上程ができるよう事務を進めていくこととする。
（３）その他

（委員長）・　次回の委員会は、委員長から各委員に日程を連絡する。

以上で議会基本条例検討特別委員会を終了する。
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